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研究成果の概要（和文）：本研究では、ネムリユスリカの培養細胞を用い、多細胞生物における無代謝休眠の分
子機構解明を行った。研究期間1年目では、ネムリユスリカの培養細胞で分子生物学技術が使用できるように手
法の確立を行った。2年目からはネムリユスリカの細胞で働くプロモーターの探索と単離を行った。所属機関を
移動後は、単細胞生物を用い、より単純な実験系で無代謝休眠の分子機構解明を目指した。

研究成果の概要（英文）：In this study, the molecular mechanisms for anhydrobiosis were researched by
 using culture cells of sleeping chironomid. First stage, experiment techniques were established in 
the cells. In second stage, promoter which function in the cells was identified.　After the movement
 of institute, investigation of molechular mechanisms by using single cell animal was performed. 

研究分野： 生理学

キーワード： 無代謝休眠

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
無代謝休眠は、極限環境などに生息する特殊な生物に見られる生命現象である。無代謝休眠の状態では、代謝は
停止している一方、乾燥をはじめ様々な環境ストレスに対する耐性を有している。この現象の分子機構解明は、
生命現象の仕組みの追求だけにとどまらず、生物や通常乾燥保存できないような物質の保存など様々な分野で応
用が可能である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

アフリカの半乾燥地帯に生息するネムリユスリカ（Polypedilumvanderplanki）の幼虫は、

水が枯渇してカラカラに干からびても再び吸水すれば何事もかったかのように蘇る乾燥無

代謝休眠の能力を獲得している。この能力は本当に驚異的で、乾燥状態では、絶対 0 度か

ら 90 度までの高低高温、無酸素状態、有機溶媒など様々な環境ストレスに対する耐性を

有し、宇宙空間に 2 年以上放置しても水戻しすれば蘇る。この現象とネムリユスリカは 1951

年に記載されたが(1)、生息地の内政不安と継代飼育の難しさから、その後研究を継続したもの

はいなかった。一方、申請者らの研究室（学振 PD 受け入れ先）では、2000 年に室内における

ネムリユスリカの継代飼育に成功して以来、生体成分を保護するために無代謝休眠の際に大量

に合成されるトレハロースや発現が上昇する LEA タンパク質など、乾燥耐性獲得に直接的に

関わる因子の同定と機能解析を世界に先駆けて行い(2,3,4)、ゲノム情報も解読した(3)。しかしな

がら、これらの因子をコントロールする遺伝子の転写因子などシグナル伝達系ネットワークを

含めた制御機構は全く明らかになっていない。これは、ネムリユスリカなどの多細胞生物では、

生体を用いた遺伝子導入や破壊の実験系が困難であることに起因する。しかしながら、ネムリ

ユスリカの無代謝休眠の場合、脳や神経系は関与せず細胞レベルで制御されており(2)、細胞レ

ベルでの解析が可能である。そこで本研究では、近年申請者の所属する研究室でネムリユスリ

カから樹立させた培養細胞 Pv11(5)が幼虫体と同じく無代謝休眠の能力を発揮できることを証

明した上で、多細胞生物の細胞レベルにおける無代謝休眠の分子機構を明らかにすることを目的とする。 

 

1) Hinton (1951) Proc. Zool. Soc. Lond. (2) Watanabe et al. (2002) J. Exp. Biol. (3) Gusev et al. (2014) 

Nat. Commun. (4) Hatanaka et al. (2013) Incect Biochem. Mol. Biol. (5) Nakahara et al. (2010) 

Cryobiology. 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、Pv11の無代謝休眠の過程において発現変化するタンパク質を手がかりとし

て、乾燥に応答するタンパク質(遺伝子)とそれらの作用機構(グナリングネットワーク)を

明らかにする。 

 

また、所属機関異動後は、設備上の問題などから単細胞生物を用いた無代謝休眠のシグナ

ル伝達系や環境ストレス耐性について明らかにすることを目的とした。 

 

 

 

 

 



３．研究の方法 

 

ネムリユスリカの培養細胞を用いた研究では、デリーションクローンアッセイとフローサイト

メトリー解析により、培養細胞で発現可能なプロモーターの解析を行った。 

 

単細胞生物を用いた無代謝休眠の耐性獲得機構、シグナル伝達系の解析では、生理学的解析や

共焦点レーザー顕微鏡を用いた形態解析を行った。 

 

 

４．研究成果 

 

ネムリユスリカ培養細胞で発現可能なプロモーターの取得に成功した。本成果は、Scientific 

Reports や Extremophiles で成果発表を行った。 

 

単細胞生物の無代謝休眠の過程において、放射線耐性があることを明らかにした。本研究にお

いては、論文の投稿準備中である。 
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